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企画展「大カプコン展 ―世界を魅了するゲームクリエイション」の開催について 

 

令和７年９月８日 

博 物 館 

本展は、カプコンのゲームクリエイションに注目し、その原点から最新の技術まで総合的

に紹介します。 

１ 会期 

令和７年１０月１９日（日）～１２月７日（日）（５０日間） 

〔休館日：１０月２０日・２７日、１１月４日・１０日・１７日・２５日、１２月１日

（１１月４日、１１月２５日は火、それ以外はいずれも月）〕 

２ 会場 

鳥取県立博物館 第１･第２特別展示室 

３ 主催 

大カプコン展実行委員会（鳥取県立博物館、日本海テレビジョン放送株式会社）、読売

新聞社 

４ 観覧料 

一般１,０００円（前売･団体８００円） 

(７０歳以上、大学生以下､学校教育活動での引率者､障がいのある方･難病患者の方･要介

護者等及びその介護者は無料) 

 

＜概要＞ 

近年、ゲーム産業の国内市場規模は２兆円を突破、国内ゲーム人口も５０００万人を超えまし

た。家庭用テレビゲーム機の登場から半世紀、急激に変化する「ゲーム」は今や文化であり、テ

クノロジーと表現の領域を横断する芸術であり、私たちはその認識をアップデートする必要があ

ります。 

ゲームソフトメーカーである株式会社カプコンは２０２３年に創業４０周年を迎え、世界中で

いまも愛される『ストリートファイター』シリーズや、映画化された『バイオハザード』シリー

ズなど、多くの人気タイトルを開発してきました。カプコンの歴史を振り返ることは、日本が世

界に誇るゲーム文化を捉えなおし、社会や教育の未来を考えていく上でも重要です。 

本展は、カプコンのゲームクリエイションに注目し、その原点から最新の技術まで総合的に紹

介します。開発者たちの「手」による企画書や原画、ゲームの世界観を伝えるグラフィックワー

ク、ゲーム素材を活かした体験型コンテンツ、日々進化するテクノロジーなど、ゲーム誕生の壮

大なプロセスとそこに関わるクリエイターたちの想像力と実現力を惜しみなく展覧会という場に

投入します。 

 

＜主な見どころ＞ 

『ストリートファイター』『ロックマン』『逆転裁判』『モンスターハンター』『バイオハザー

ド』『戦国ＢＡＳＡＲＡ』など、カプコン歴代のゲームソフトの世界観を示す原画や企画

書、体験型装置、ＣＧ・音声など。 






	1【9月定例教委】報告事項表紙 (企画展)
	1【9月定例教委】企画展の開催について
	1チラシ

